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パリビズマ  
アポット ンヤパン  （遺伝子組換え）  

ウシ血清ア ルブミン  
ウシ血液  

7モりビプラヲモ育苗字面藤吉テ…………  濃縮リビッド  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  ジャパン  

日本メジ  ガラクトシル  
人血清アル  
ブミンジエチ  
レントリアミ  
ン五酢酸テ  
クネチウム  
（99mTc）  

日本  
アルブミンジエチレントリアミン五酢酸テ  
クネチウム（99mTc）注射液  

剤基準人血  
清アルブミン   

ルック／くック調査でPropionibacte山ma¢neS汚染が推定  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存かち輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の有書事象は見られなかった。Invむ0  
試験でプロピオン酸菌属の臨床分雛菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。  

葡薗薗襲‾‾‾●‖  

VoxSang山nis  

2008；94：193－201  

血小板濃厚液におけるUVC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさず  
に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  

菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HⅣおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、HⅣのような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。  

感染  Transfusion2008：  

48：304－313  
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欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ  
∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセス／くリ  

デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第Vl皿因  

子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血費として十  
分なレベルを保棒していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの81－97％であった。PCT処理済FFP中0）凝固因子  
が治療用血凍に関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

Transfusion2008：  
48：697－705  

細菌感染  
第56回 日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

膜炎を併発し、血小板残液からBacilluscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

ペスト  2003年6月から7月にアルジェJJ70ran地区においてペス  
2007；13：1459－  EmergInfectDjs  1462  トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  

上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapestisが6名から分線された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。  

職者……‾‾‾…  石ウラ苅三テ妬惇ジ芋才王ぎ蔀石膏南海著症南野た〔貰  
低となった2000年の28例から昨年（2∞7年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の都と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

SignOnSanDiego．GO  
m 2008年3月26日  

バベシア症  米国中南部では様な輸血によると考えられるBabesia  

microu感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5～15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確隠され、PCRでB．JmiGr鵬陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名が臥microti陽性であった。   

AmericanSociety  
for Microbiology 
lO8th General  
Mee七ng2008年6  

月ト5日、Boston  
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血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  
スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、抗TⅣPanOSOmaC川Zi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

アメリカ・アメリ  
カ・トリパノソー  
マ症  

ClinInfectDis  

2008：46：e44－47  

2008年1月21日、Bra乙iliaで32歳の男性が黄熟のため死亡  

した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都Asundonの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熟によっ  

て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

ウイルス感染  ProMED－  
mai120080218．0645  

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルスB19感染者であった。B19感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォE）－アップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血兼ウ  
イルスカ価は約1年で10一ル／mL未満、約2年で10ユIU／mL  
未満まで下がることが示された。  

パルボウイル ス  Transfusion2008：  
48：1036－1037  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確降さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

NEngtJMed2008；  
358：991－998  

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年のV畠sterbotten地方の流  
行性腎症患者の数ーよ100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う棟雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。   

ハンタウイルス  EmergInfectDis  
2008；14：808－810  
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アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  

（PCT－PLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  

能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
l＝7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。  

Vox Sanguinis 
2008；94：315－323  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ ブ病  

感染動物モデルにおいても、血中示輌高一富白面輌旨簸  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血兼中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血兼中において  
PrPresは他の血祭タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血策において検出可能と  
なったことが示唆された。  

2007：51：122ト  MjcrobioIImmun01  1231  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  JViro12008：82：  
3697－3701  性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  

モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

BSE  

0IE／Wortdanima】 heaJthsituation 2008年3月31日  

■■■■■●－■■■■■■■■●■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－■－－－－－－－一一■－－●■■■■●－－■■■■■ 1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国幹獣疫事務局（01E）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頂、  
ポルトガル33頭、ドイツ18頸、日本およぴポ」ランド10  
頭、フランス8頚、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頭、ス  
ロベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頂が報告されて  
いる。  

0IE／Worldanimal  
heaIth situat］on  
2008年4月17日  

■■■■■■●■●■一一－－●■■t●■●－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一－－－－一－－－－■－－■■■■l■■■－－ 2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446亘更で  
あったが、1992年には37280頭となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頭報  
告されている。   
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フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およびHⅣ－1  AIDS2007：21：  

2351－2353   ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1．8，ははぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  

により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
ん′Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10要員のうち1  

頸で血清腸性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフル工ンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。   

才ジミ万仁王ジ亨7ミラ手書石ラ言古藩侯畜F≡溺守二言追福旨ゐ‾‾  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。パンデミック時には適格な供血音数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

インフル工ンザ  
2007：13：1865→  

EmergInfectDis  柑70  

インフルエンザ  
Report2008年2月  
AABBWeekly  29日  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChap8re  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  
PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原医の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血看ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。   

B型肝炎  
第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp）3）：  

A522  
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B型肝炎  最小感染呈を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染王（C氾50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染1を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－508、HBsAgウインドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

Transfusion2008：  
48：286－294  

B聖肝炎C型  
肝炎  

新高面百泰葡瓦ニ 
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
‾‾   P－033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
H8Vが61例，HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

E型肝炎  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

N EnglJMed2008；  
358：81ト817  は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  

有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全長  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  

第56回日本輸血・ 細胞治療学会総会 2008年4月25－27日 0－026  

〕モ糎青垣垣了≡お口モ義行ヲニコじ再青戸芙タブ＝三ジ殉窟‾  

量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。   

‾‾‾‾‾‾‾‾●  

ど〔芋蔓新車種懐葡薮示）㌃毒ブ  
‾‾  

王手〒茎葡  
性性腺刺激  
ホルモン  
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大塚製薬  インターフェロン アルファ（BALL－1）  ハムスター  
（ヒトリンパ  

芽球細胞を  
皮下で増殖）  

ハムスター  

筍帯董葎蔭  
性腺刺激ホ  
ルモン  
②胎盤性性  
腺刺激ホル  
モン   

所：ララす‾ ②ブラジル  

CDC／Travelers  
Hea仙2008年6月  
13日  

乏面白吉子冨畠盲：ブラヲ正吾薩高一夏ヲ亨夢花篭荏ゐ康行ぎ  

および外交官に黄熱病警報を発した。2008年6月11日現  
在、死亡25名を含む、45名の黄熱病確定症例が報告され  
た。黄熱病危険地域への旅行者は10日前にワクチン接  
種を受けるよう書告している。また、更に2つの州が危険  
地域に指定された。  

①下垂体性性腺刺激ホルモン  
②胎盤性性腺刺激ホルモン  グ・プラウ  

人尿 ②妊婦尿  

‾  
ち才）㌃天啓落  

‾  
辞〕盲テ諜薩雪盲こ1詣古な苫高手＝芯だ£すご背中所  

村部で感染により死亡した患者1例の血清検体から、未  
知のアレナウイルスが同定され、Chapireウイルスと名づ  
けられた。この研究は4月18日付けPLoSPathogensに発  
表された。ChapareウイルスはJunin、Machupoおよぴ  
Guanaパtoウイルスと同様の出血症状を起こすが、遺伝学  
的には異なる。  

ProMED－  

mai120080418．1387  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PJoSP8肋ogens  

2008：4：elOOOO47  

デング熱  CDC／Travelers  
Hea旺h2008年7月  

24日  

ブラジルでは2007年に続き、2008年もデング熱の大きな  
アウトブレイクが報告されている。保健当局によると1  
2008年3月28日現在、デング熱総症例数は120570例で、  
その内、デング出血熱647例、死亡48例である。リオデ  
ジャネイロでは2008年4月10日現在、デング熱総症例数  
は75399例で、その内、死亡80例である。ブラジルへの旅  
行者は故に刺されないよう十分注意すべきである。  

芋ジグ訂‾‾‾‾‾‾  2008年5月28日、ブラジルRiodeJaneiroでは、今年になっ  ProMED－  

mait20080603．1776  てから162701例のデング熱症例が報告され、その内、死  
亡例は123例で、更に116例のデング熱疑い死亡例を調  
査中であると保健局が発表した。また、保健局発表によ  
ると、2008年5月21日現在、ブラジルSergipeでは20174例  
が報告され、8726例が確定された。2008年4月は10万人  
当たり652．4例の発生率であったが、5月には10万人当た  
り118．2例に減少した。   
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ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル故に対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。   

イデュルス  
ルファーゼ  

（遺伝子組  

換え）  

宿主葡訂‾‾  

は、  
Amehc8n  
Type  
Culture  
C01】ectjon  

（ATCC）か  

ら入手した、  

ヒト繊維肉  

腫由来細胞  
HT－1080で  

ある。  

トリプシン  
ブタ薩廟‾‾‾‾…  

デンマーク、  
米国、カナ  
ダ  

アフィニ  
ティーカラム  
樹脂（大腸  
菌による遺  
伝子組換え  
たん白質）  

米国、 ＿ユ■ン■・ ランド  
髄、結合組  肪細胞、骨  織、心臓及び 骨格筋）  

ヒト線維肉  ヒト細胞株  米国   

194／260ページ  




